
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

気仙沼・南三陸だより 

第 ３４ 号 令和３年９月 

発行：気仙沼地方振興事務所 

気仙沼管内の宮城県公所が取り組んだ事業を定期的に紹介します。 

 

自家農産物･卵にこだわったクレープです（気仙沼地方振興事務所農業振興部） 

大沼ほのかさんは令和元年に地元の南三陸町で就農しました。大沼さんの御両親は，お父さんが

放し飼いによる養鶏業を営み，餌にもこだわった卵の生産を行っています。お母さんは，そのこだ

わり卵を使用してプリンやクレープの製造･販売を行っています。ほのかさんは，就農後，桃や栗・

かぼちゃ等の農産物を栽培し，自家産農産物を使用したクレープの製造･販売を始めました。クレー

プの移動販売車で各種イベントや市内スーパーの駐車場に出店すると，お客さんの長い行列ができ

るほど好評でした。 

しかし，新型コロナウィルス感染対策のためイベント等が中止されるようになり，移動販売の機

会も減少しました。そんな時，ほのかさんや気仙沼地区の若手農業者で組織する気仙沼地区 4H ク

ラブ連絡協議会が，宮城県気仙沼合同庁舎で月 1 回の販売会を行うことになり，売れ行きも順調で

お客さんにも喜ばれています。仲間の助けも借りながら，美味しいクレープを作るために果樹や野

菜の栽培に精を出すほのかさん。将来は訪れた人がゆっくり過ごせる農園カフェを開きたいと夢は

さらに大きく広がっています。 

 

クレープの移動販売 
農業にかける思いを第 51 回東北農村青年会議山形 

気仙沼・南三陸 観光ドライブマップ作成しました（気仙沼地方振興事務所地方振興部） 

気仙沼・南三陸とその周辺エリア（登米市，岩手県陸前高田市，大船渡市）の魅力をたっぷり詰

め込んだドライブマップができました！ 

おすすめスポット，うまいもの，自慢のお土産のほか，あまり知られていないご当地ネタまで情

報満載。三陸沿岸道路沿線のドライブにオススメです！ 

下記 URL からダウンロードできます。 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks-tihouken-e/km-info.html 

 

 

 

ドライブマップ情報面 ドライブマップ地図面 

大会で発表し，見事，最優秀賞を受賞しました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

【重要】気仙沼市産「マツタケ」は出荷できるの？（気仙沼地方振興事務所林業振興部） 

一般県道大島浪板線「大島架橋事業」については，復興のシンボル事業として平成２３年度より

事業に着手し整備を進めて参りましたが，この度，未供用となっていた磯草工区約７６０m 区間を

令和３年３月３０日に供用開始しました。 

今回の供用により，国道４５号から大島をつなぐ全事業区間約８km が全線供用となり，大島島

内をはじめ沿線住民の安全で円滑な交通確保が図られるほか，現在放送中の NHK 連続テレビ小説

「おかえりモネ」の効果もあり今夏は多くの観光客で賑わったところであり，今後益々気仙沼地域

の振興・活性化につながっていくことが期待されます。 

これまで，関係者の皆様および道路利用者の皆様から多大なる御理解と御協力をいただいたこと

に対し，改めて御礼申し上げます。 

 

大島浪板線 全区間の供用を開始しました（気仙沼土木事務所） 

磯草工区 完成状況 

 

事業区間全体図 

気仙沼市内で採取された「野生きのこ」は，令和２年１２月２５日に国から出荷制限指示が出さ

れたことにより，出荷・販売をすることができなくなっていましたが，国のガイドラインが令和３

年３月に改正され，一部解除という項目が追加されたことで「マツタケ」に限り，県が定めた方針

に基づき非破壊検査機で検査を行い，基準値以下であることが確認された場合にのみ出荷・販売を

行うことが可能となりました。 

なお，一部解除では出荷・販売する「マツタケ」の全てを検査する必要があることから，県では

関係者や関係機関と協力し，全面的な解除（抽出検査のみ実施）を目指していきます。 

また，「マツタケ」以外の「野生きのこ」は，出荷制限指示により引き続き出荷・販売を行うこ

とができませんので御注意ください。 

 

 

非破壊検査機 説明会の様子 



 

東日本大震災で大きな被害を受けた大谷地区海岸では，防潮堤と背後のまちづくりを含めた事業

計画について地元・関係機関と協議を重ね，砂浜を残す計画で平成２９年７月に地元合意を得た

後，平成３０年１月から防潮堤整備工事を進めてまいりました。 

防潮堤背後の国道４５号の嵩上げについては，令和元年７月の切り回し道路（迂回路）の供用以

降延べ７回にわたる道路切り替えを行い，令和３年４月７日に全線供用となりました。 

防潮堤についても令和３年７月に砂浜の造成を含めた全ての工事が完了し，７月１７日に１１年

ぶりに海水浴場が再開されました。  

これまで，関係者の皆様および近隣の皆様から多大なる御理解と御協力をいただいたことに対

し，改めて御礼申し上げます。 

 

 

 

大谷地区海岸防潮堤整備工事が完了しました（気仙沼土木事務所） 

海水浴の様子 

 

大谷地区海岸の状況（令和 3年 7月） 

 


